
堀
米
公
民
館

　
　  

ピ
ン
ポ
ン
大
会

永
田
公
民
館

　
　
　
冬
期
講
座

　

１
月
７
日
大
庭
公
民
館
で
は
、

地
区
内
の
親
子
を
対
象
と
し
た
ま

ゆ
玉
づ
く
り
が
、
公
民
館
、
育
成

会
、
大
庭
地
区
有
志
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
の
子
ど
も
は
、
下
校
後
ゲ
ー

ム
や
塾
な
ど
室
内
で
過
ご
す
事
が

多
く
な
り
、
昔
の
よ
う
に
放
課
後

に
友
達
を
誘
っ
て
外
で
遊

ぶ
事
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
、人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
事
が
苦
手

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　

そ
ん
な
子
ど
も
達
に
み

ん
な
で
何
か
を
作
る
魅

力
や
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
と

な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
「
親
子
ま
ゆ
玉
づ

く
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
も
親
も
ま
ゆ
玉

を
作
っ
た
経
験
は
少
な

く
、
水
の
量
を
間
違
え
て

柔
ら
か
く
な
っ
た
り
、
手

順
が
分
か
ら
ず
戸
惑
う
事

　

２
月
23
日
、
今
年
度
３

回
目
の
講
座
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
私
か
ら
私
た
ち
へ
広

が
る
気
づ
き
と
学
び
～
南

信
濃
の
事
例
か
ら
考
え
る

公
民
館
の
役
割
～
」
と
題

し
て
、
長
野
県
教
育
委
員

会
文
化
財
生
涯
学
習
課
企

画
幹
の
木
下
巨
一
さ
ん
と

飯
田
市
南
信
濃
公
民

館
主
事
の
林
優
一
郎

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

家
族
が
認
知
症
に

な
り
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
良
い
の
か
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た

体
験
談
や
、
地
域
で

「
遠
山
家
族
」
と
い
う

　

２
月
４
日
、

堀
米
公
民
館
で

毎
年
恒
例
の
ピ

ン
ポ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

幅
広
い
年
齢
の

参
加
者
た
ち
が
、

世
代
を
超
え
て

楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ス
ト
レ
ッ
チ
の
基
本
を
知
ろ
う
」

と
い
う
冬
期
講
座
が
永
田
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
イ
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
や
、
恒
例
の
そ
ば
会

も
あ
り
、
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
島

立
公
民
館
に
て
市

政
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
市
政

ニ
ュ
ー
ス
が
放
映

さ
れ
、
市
長
か
ら

ま
ち
づ
く
り
の
現

状
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
説
明
の

後
、
以
下
の
３
項

目
に
つ
い
て
懇
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

①
豊
か
な
自
然
環
境
や
、

松
本
市
の
西
の
玄
関
口
を
最

大
限
活
か
し
た
歴
史
の
里
の

周
辺
整
備

　
②
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

公
共
施
設
の
機
能
を
活
か
す

た
め
の
合
庁
南
線
先
線
の
早

期
開
通
と
周
辺
道
路
の
整
備

　
③
将
来
、
福
祉
ひ
ろ
ば
を

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
再
配
置
し
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
交
流
で
き

る
場
所
と
し
て
の
整
備

も
あ
り
ま
し
た
が
、
講
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
個
性
的
な

ま
ゆ
玉
が
多
く
出
来
ま
し
た
。 

　

ま
ゆ
玉
完
成
後
、
外
に
用
意
さ

れ
た
柳
の
枝
を
使
い
、
慣
れ
な
い

ノ
コ
ギ
リ
で
適
当
な
長
さ
に
切

り
、
出
来
上
っ
た
ま
ゆ
玉
を
枝
に

刺
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

安心して生き生きと暮らせるまちづくり講座

   

島
立
地
区
市
政
懇
談
会

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
介
護
に
関
す
る

学
習
会
を
地
域
全
体
へ
広
め
て

い
っ
た
経
験
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
で
ず
っ
と
生
活
し
て
い
く
に
は

国
や
市
の
制
度
だ
け
で
は
充
分
で

は
な
く
、
普
段
か
ら
の
お
付
き
合

い
や
つ
な
が
り
が
大
切
で
、
困
り

ご
と
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉

え
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
困

り
ご
と
や
地
域

の
こ
と
を
語
り

合
え
る
場
づ
く

り
か
ら
進
め
、

よ
り
よ
い
島
立

に
な
る
よ
う
皆

で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

大
庭
公
民
館
ま
ゆ
玉
づ
く
り
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平成30年3月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,824世帯
3,366人　
3,508人　
6,874人　



島
立 

　訪
探探
島
立
の

　道
と
水

「
治
水
か
ら
み
た

　
　
　
　  
奈
良
井
川
と
鎖
川
」

　
そ
の
一
〈
概
況
と
被
害
歴
〉

　

今
回
は
、
島
立
の
地
区
境
を
流

れ
る
奈
良
井
川
と
鎖
川
に
つ
い
て
、

平
成
七
年
に
長
野
県
松
本
建
設
事

務
所
奈
良
井
川
改
良
事
務
所
が
発

行
し
た
『
奈
良
井
川
』
を
引
用
し
、

書
き
記
し
て
み
ま
す
。

　
奈
良
井
川
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
茶

臼
岳
（
二
、六
五
三
ｍ
）
を
源
流
と

し
、
梓
川
と
合
流
す
る
流
路
延
長

五
六・三
㎞
の
河
川
で
流
域
面
積
は

六
三
六・五
㎢
と
大
き
く
、
比
較
的

水
量
が
多
い
の
で
灌
漑
用
水
と
し
て

塩
尻
地
区
で
郷
原
堰
・
小
俣
堰
な
ど

十
数
ヶ
所
の
他
、
島
立
の
荒
井
で
勘

左
衛
門
堰
、
島
内
の
新
橋
で
拾
ヶ
堰

の
取
水
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

川
は
明
治
初
年
ま
で
木
曽
方
面
か
ら

流
れ
て
く
る
川
と
い
う
意
味
で
「
木

曽
川
」と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

伊
勢
湾
に
注
ぐ
現
在
の
木
曽
川
と
区

別
す
る
必
要
か
ら
か
、
明
治
十
年
頃

か
ら
「
奈
良
井
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鎖
川
は
鉢
盛
山
（
二
、四
四
六
ｍ
）

と
烏
帽
子
岳
（
一
、九
五
三
ｍ
）
の

北
斜
面
か
ら
流
出
す
る
三
つ
の
沢
が

集
ま
り
流
れ
、
奈
良
井
川
と
合
流
す

る
流
路
延
長
二
二・六
㎞
、
流
域
面

積
一
三
一・三
㎢
の
河
川
で
す
。

　
月
見
橋
か
ら
下
流
の
奈
良
井
川
で

は
伏
流
水
の
湧
水
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
湧
水
は
奈
良
井
川
・
鎖
川
・
田

川
な
ど
松
本
盆
地
南
部
の
河
川
の
伏

流
水
が
集
合
し
、
複
合
扇
状
地
の
扇

端
に
湧
出
し
て
い
る
も
の
で
、
島
立

の
花
見
・
征
矢
野
・
鎌
田
・
井
川
城

な
ど
に
湧
水
帯
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
湧
水
利
用
の
ワ
サ
ビ
田
が
堀
米

蛇
原
地
区
に
あ
り
、
荒
井
地
区
に
も

か
つ
て
存
在
し
ま
し
た
。

　
河
川
は
度
々
氾
濫
し
流
域
に
多
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
安
全
な

河
川
に
す
る
た
め
昔
か
ら
今
に
至
る

ま
で
河
川
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
洪
水
が
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と

田
畑
・
家
屋
の
浸
水
や
流
失
、
人
命

喪
失
と
い
っ
た
大
被
害
に
見
舞
わ
れ

る
の
で
す
が
、
復
旧
に
は
莫
大
な
労

力
と
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。
鎖
川

と
奈
良
井
川
の
合
流
部
に
位
置
す
る

南
栗
・
北
栗
地
区
は
昔
か
ら
度
々
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
世
、
近
代
に
お
け
る
水
害
の
発

生
は
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
鎖
川
に
関
し
て
主
な
水
害
を
あ

げ
て
み
ま
す
。
近
世
で
は
、
享
保
元

年
（
一
七
一
六
年
）
七
月
、
北
栗
林

村
に
対
し
川
除
（
河
川
の
浚
渫
や
堤

防
の
工
事
）
出
入
裁
許
。
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
年
）
六
月
及
び
天
明
元
・

二・三
年
（
一
七
八
一・八
二・八
三

年
）
鎖
川
川
除
普
請
。
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
年
）
鎖
川
洪
水
、
川
欠

け
、
民
家
へ
水
押
し
入
る
。
慶
応
元

年
（
一
八
六
五
年
）
五
月
、
氷
雨
の

た
め
鎖
川
堤
防
切
れ
各
地
大
被
害
。

　
近
代
で
は
明
治
二
十
五
年
、
西
耕

地
。
二
十
九
年
今
井
。
三
十
一
年

朝
日
村
。
三
十
八
年
小
野
沢
新
田
。

四
十
三
年
朝
日
村
・
今
井
村
で
堤
防

破
損
。
大
正
十
二
年
、鎖
川
の
堤
防・

橋
・
道
路
決
壊
。
昭
和
三
年
、
鎖
川

の
堤
防
・
橋
・
道
路
決
壊
。

　
奈
良
井
川
で
は
近
世
、
近
代
と
も

に
鎖
川
合
流
部
よ
り
上
流
部
で
度
々

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。現
代
で
は
、

昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日
に
月

見
橋
下
流
で
約
三
〇
ｍ
に
わ
た
り
堤

防
決
壊
。
昭
和
五
十
七・五
十
八
年

の
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
禍
は
島
内

新
橋
の
狭
窄
部
を
襲
い
一
〇
〇
戸
の

浸
水
被
害
が
発
生
、
こ
れ
を
機
に
島

内
工
区
の
改
修
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
氾
濫
は
境
界
問
題
も
度
々

発
生
さ
せ
ま
し
た
。
奈
良
井
川
の
洪

水
は
川
を
境
界
と
し
て
い
る
村
と

村
の
境
界
杭
を
流
失
さ
せ
ま
し
た
。

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
年
）
四
月
に
島
立
村
北

栗
林
耕
地
と
信
楽
村
笹
部
耕
地
及
び

笹
賀
村
二
子
耕
地
の
三
者
は
立
会
の

上
で
境
界
杭
を
打
ち
ま
し
た
が
、
明

治
十
二
年
の
洪
水
で
杭
が
流
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
境
界
杭
は
、
流
失

や
破
損
し
た
ら
早
急
に
修
繕
す
る
旨

を
五
月
に
島
立
村
北
栗
耕
地
と
南
栗

耕
地
総
代
の
間
で
、
十
月
に
は
北
栗

耕
地
と
笹
部
耕
地
総
代
の
間
で
確
認

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
北
栗
の
小
岩
井
永
吾
さ
ん
の
寄
稿

文
に
は
、
祖
父
が
残
し
た
村
政
記
録

を
基
に
洪
水
で
流
路
を
変
え
た
奈
良

井
川
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
遠
い
昔
に
は
、
堀
川

と
奈
良
井
川
の
合
流
地
点
は
現
在
の

堀
川
尻
（
島
立
橋
西
詰
南
側
）
よ
り

四
、五
〇
〇
ｍ
東
方
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
ら
れ
る
。
祖
父
の
残
し
た

文
書
を
頭
に
入
れ
て
二
子
橋
の
上
に

立
っ
て
み
る
と
、
橋
の
上
流
一
〇
〇

ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
か
ら
奈
良
井
川
は

大
き
く
西
に
曲
が
っ
て
流
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
大
洪
水
以
前
は
そ
の

あ
た
り
で
西
に
曲
が
ら
ず
、
上
流
か

ら
の
流
れ
は
そ
の
ま
ま
北
流
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
井
川
本
流

は
石
芝
町
西
区
か
ら
陸
上
自
衛
隊
松

本
駐
屯
地
を
経
て
南
原
町
、
月
見
町

団
地
、
五
月
町
団
地
、
笹
部
団
地
、

両
島
地
区
の
西
端
あ
た
り
を
流
れ
、

南
部
汚
水
終
末
処
理
場
の
東
方
か
ら

渚
町
へ
流
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。（
祖

父
永
次
郎
さ
ん
は
嘉
永
二
年
に
生
ま

れ
、
明
治
初
期
に
は
当
時
島
立
村
の

村
会
議
員
を
つ
と
め
土
木
委
員
で
し

た
。）【
一
部
を
抜
粋
し
記
載
】

　
現
在
の
島
立
と
笹
部
の
境
界
線
は

右
岸
堤
防
付
近
と
な
っ
て
お
り
、
川

の
中
央
付
近
で
は
な
く
不
自
然
な
線

引
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
洪
水
に
よ

る
流
路
変
移
が
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲出典：国土地理院ウェブサイト（1948 年米軍撮影）（加工して使用）
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▲2018年2月撮影
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